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１．はじめに
　学生は，将来に対する必要性から学ばなければならない
事柄に対して，どのように興味を展開させていくのだろう
か．本研究では，工科系大学における物理の学習に焦点を
当て，学生が学んでいく過程で抱く興味に影響を与える要
因について探索的に検討する．
　われわれは興味のある内容だけを学んで一生を送れるだ
ろうか．いや，それは限りなく不可能に近いであろう．た
とえ興味の持てるやりたい事があったとしても，それをや
るためには興味のわかない内容もまた習得しなければなら
ないことはよくある．
　興味のわかない内容でも根性で学べばいいという根性神
話論もしくは強い意志の力こそが大事なのだという論もよ
く聞かれるところである 1）．しかし，短期間ならともかく，
長期にわたる努力が必要な学習に対して根性だけで立ち向
かうのは難しくもあり成果もでにくいことが予想される．
　では，興味はわかないが学ぶ必要がある内容について，
われわれはどのように学んでいるのだろうか．学んでいく
過程において当初の興味の有無は維持されてしまうのだろ
うか．
　オルポートによれば 2），われわれは当初に抱いていた動

機を変化させることもあるという．例えば最初は小遣い欲
しさに数学を勉強していた子どもが，途中で数学の本来も
つ面白さに目覚め，最後には数学が好きで勉強していると
いった具合に変わることもある．また，サンソネらがおこ
なった実験では 3），教科の学習ではなく文章を写すという
単純作業に対してではあるものの，面白みが感じられない
がやらなくてはならない作業を被験者に行わせると，その
作業に少しでも興味が持てるように自ら工夫していたこと
が確認されている．また，興味と有能感との間には強い正
の相関関係がみられるという報告もあり 4），学習するにつ
れてその作業に対する有能感が増し，興味もまた深まって
いくといったことも考えられる．
　以上から，当初は必要性から学んでいた内容であっても，
学習を進めるなかで有能感が増し，それに伴い興味もまた
深まっていく可能性も考えられる．またはその内容に対し
て興味がわくように学習者が自ら調整している可能性も考
えられる．
　では実際に，有能感が増すことで学習者のいだく興味が
増しているのだろうか．また，有能感以外にも興味の変化
に影響を及ぼす可能性がある要因はあるのだろうか．また，
興味がわくようにどのような調整を自ら行っているのだろ
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うか．
　本研究では前者についてまずは検討したい．つまり，必
要性から学んでいるなかで，有能感を増すことが興味の増
大につながっているのか確認し，さらに有能感以外の要因
で興味の深まりに影響する要因についても探索的に検討す
る．
　先行研究では，学習者が特定の教科に対して抱く興味と
有能感との間に非常に強い関連があることが指摘されてき
た．例えば，学習者が興味をいだいているほど有能感も高
い（反対に興味をいだかないほど有能感も低い）4）．その
理由としては，興味を抱いているほど学習行動も生じ有能
感を得やすいのだろうと考察されているが，調査者の推
測にとどまっている．さらに，この調査では個人間の分析
であり（興味がある児童生徒の方が有能感も高いという結
果），個人内の変化の分析はおこなっていない．また，興
味から学習行動が誘発され結果として有能感が増大すると
いう流れは理解できるものの，実際の学習では，その流れ
が循環し相互に影響しあっているのではないだろうか．例
えば，当初はそれほど興味がわかず必要性から学んでいた
としても，学習を進めるうちに有能感が高まり，そのこと
により興味が深まり，次の学習行動を促し有能感が高まる
といった循環モデルもまた想定できるのではないだろう
か．
　ただし，興味に影響する要因は有能感だけではないだろ
う．例えば，中学生になると成績が良くても学習に興味が
持てない，もしくは逆に成績は悪いが学習内容に興味を
持っているグループの存在が指摘されている 5）．言い換え
れば，興味と有能感が連関しない生徒たちも存在し，そ
ういった生徒たちは有能感以外の要因によって興味が引き
起こされていると考えられる．しかし，興味と有能感が連
関しない事例の検討については十分には行われてこなかっ
た．さらに，これまでの事例は小学生から高校生を対象と
しており，大学生の事例については管見の限りこれまでの
ところ検討されている事例は見当たらない．
　そこで本研究では，工科系大学に通う学生の物理学習に
焦点を当てる．なぜなら，彼らにとって物理は基本となる
科目であり学習すべき内容であるが，もともとの興味や有
能感はそれほど高くないと想像されるからである．そこで
今回は物理に焦点を当て，入学後の興味の深まりに影響を
与える要因について検討する．具体的には，まず，大学へ
の移行に伴う物理に対する興味の深まりに，有能感が関係
するのかについて検討する．さらに，興味と有能感が連関
しない特殊な事例を取りだし，それらの分析を通して，有
能感以外のどのような要因が興味に影響している可能性が
あるのかについて探索的に検討する．
　今回，工科系大学において物理を対象に調査した理由は
二つある．一つ目の理由としては，先行研究において物理
は他の教科と比較して有能感も興味も持ちにくい科目であ
ることが報告されており 6），そういった科目における学生
の実情を調査検討することは，授業実践の一助となると思

われたからである．二つ目の理由として，工学系大学では
物理を興味からではなく必要性から学んでいる学生もかな
りいることが予想される．もし物理自体に非常に興味があ
るならば，多くの学生は物理学科を志望するだろう．しか
し，工科系大学において物理は専門科目の基礎となる科目
であり，学生はとっては必須科目である．したがって，興
味の有無に限らず理解しなければならない科目となる．そ
のような位置づけにある物理に対して，学生は入学後，物
理に対する興味を深めているのか，深めているならそれは
どのような要因によって影響を受けているのか，その要因
について本報告では探索的に検討する．

２．研究の方法
２．１　調査項目
　学生に回答を求めたのは，大学入学前と入学後（現在）
のそれぞれについて，物理に対する興味（非常に好きから
非常に嫌いまでの 5 段階評定）と有能感（非常に得意から
非常に苦手までの段階評定），それぞれの変化の理由（も
しくは変化しないことの理由），さらに無理のない範囲で，
物理観（物理とはどういう教科だと考えているのか）や物
理学習の面白さ・難しさについても自由に回答を求めた．
　興味については，研究者によりその定義が異なること，
興味を測定するための項目の内容も多様であることが指摘
されている 7）．今回の調査では，学生に変化の理由を分析
して記述してもらうという作業の負担を考慮し，興味につ
いては物理に対する好き嫌いの程度のみを指標とし測定し
た．興味の指標として好き嫌いの度合をたずねた理由とし
ては，先行研究で教科に対する選好性は興味の指標として
使用されてきたこと 8），また，選好性については発達的変
化なども報告されていること，日常的に学生たちもまた使
用する言葉でありイメージがしやすいと思われたことなど
があげられる．
　有能感の測定についても，今回は学生の負担や変化の理
由を記述しやすくするために，物理という科目に対して得
意だと感じている程度を 5 段階評価で尋ねた．

２．２　調査協力者
　工科系大学１，２年生の計 523 名（うち 2 名にマークミ
スが発見されたため実際には 521 名を分析）．すべての学
生が大学入学後，物理関係の科目のうち教養の物理は必修
科目として履修していた．学生によっては，さらにリメディ
アル教育である導入物理，物理学実験や物理学応用，各学
科の専門内容につながる物理関連の授業等を受講してい
た．
　彼らの，大学入学前と大学入学後の物理に対する興味と
有能感の平均値と標準偏差を算出したところ，表１のよう
にな結果が得られた．大学入学に伴う有能感の変化には
有意差がみられた（t=4.00,df=520,p<.01）．また，興味の
変化についても有意差がみられた（t=4.37,df=520,p<.01）．
つまり大学入学に伴い，物理に伴う有能感も興味も増大し
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ていた．ただし増大していたといっても，有能感も興味も
5 段階評定において 3（どちらでもない）よりも低い結果
であり，当初の予想通り，物理学習が必要である工科系大
に所属していても，有能感や興味は必ずしも高くはないこ
とがわかった．

２．３　調査実施方法
　20XX 年 12 月～１月にかけて著者たちが担当していた
教養科目「人間行動論」と専門基礎科目である「物理学基
礎」で調査を実施した．回答時間は30分～1時間程度であっ
た．なお，回答内容は個人が特定されてしまうような形で
は公表しないこと，授業改善に役立てることを目的として
いることを伝え，協力をよびかけた．

２．４　分析手順
　まず，大学入学前と入学後（現在）の興味と有能感それ
ぞれの変化の関連を検討するために，大学入学に伴う興味
の変化（入学後の興味から入学前の興味をひいたもの）と
大学入学に伴う有能感の変化（入学後の有能感から入学前
の有能感をひいたもの）の間のクロス表を作成し，相関係
数を求めた．今回は，後述するように，有能感の変化と興
味の変化との間には強い正の相関関係がみられた．次に，
有能感以外に興味に影響を与えている要因を探索的に検討
するため，有能感は上昇したのに興味は減少した，もしく
は有能感は低下したのに興味は増加した特殊な事例を取り
上げ，その興味の変化が引き起こされた理由（学生自身が
記述した理由）から有能感以外に興味の増大に影響した要
因について分類をおこなった．

３．研究結果・考察
３．１　興味と有能感の関連
　大学入学前と現在における有能感（得意度）の変化と，
興味（好感度）の変化についてまとめたものが表３である．
さらに，それら変数間の相関係数を算出したところ，強い

正の連関がみられた（r=.75，p<.01）．興味の変化の理由
について学生が記述した内容を参考にすると，彼らの意識
としては，物理の内容がより理解できるようになったから，
または問題が解けるようになったからといった理由を挙げ
ることが非常に多かった．彼らの意識としては，物理学習
に対する有能感が上昇したので，興味が出てきた（物理が
好きになってきた）ということのようであった．

３．２　特殊事例の検討
　今回の分析で対象となった学生たちは，物理学習への有
能感の上昇が興味の増大につながっていたわけだが，そ
のような関連が見られない学生たちも存在した（16 事例，
詳しくは表４を参照）．今回は，その特殊な事例を分析す
ることを通して，有能感以外に物理に対する興味に影響を
与えていた要因を探索的に検討する．
　具体的には，有能感が上昇しているのに興味の下降が生
じているケース（7 事例），もしくは有能感が低下してい
るのに興味の上昇が生じているケース（9 事例）を抽出し
た．そして興味が変化した理由に着目しながら，必要に応
じて，有能感の変化の理由や物理観，物理の面白さや難し
さに関する学生の記述を参考にしながら，興味の上昇に影
響していると思われる要因を分類した．
　その結果，有能感以外に，興味に影響を与えていると予
想される要因は５つに分類できた（図１参照）．下記では，
各学生が記述した物理観や物理の面白さ・難しさの記述も
適宜参照にしつつ，それぞれの要因について説明をする．
1） 有用性（事例 A と事例 B）
　物理で学習している内容が，自分の生活と密接に関わっ
ていること，自分の将来や現在の生活にとって必要な内容
であることを理解すること，自分のやりたいことに関わる
内容であることを認識することにより，たとえ有能感が低
下したとしても，興味は増大していた．
2） 新規性（事例 C ～事例 G）
　物理の学習を通じて新しい知識や発見，もしくはこれま
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でに経験したことがない授業方法で学ぶことが興味の上昇
につながっていた．
3） 楽しさ（事例 H ～事例 K，事例 P）
　物理を学んだことによる成果を得られず有能感は多少低
下しても、その学びのプロセスにおいて楽しさを感じられ
ると興味は増していた．反対に，成果が多少得られたとし
ても，そのプロセスが辛いと強く感じられると興味は低下
していた．
4） 最近の手応え（事例 K ～事例 N）
　高校時代から現在までをふりかえったときに，物理学習
において成果が出せていないとしても，ここ最近の学習に

おける手応えを感じることができれば興味は増し，反対に
成果が出ていても，ここ最近の手応えが感じられないと興
味は低下していた．つまり，現時点では，有能感の上昇下
降にはつながらないような，最近の手応えというのは興味
に影響する可能性が大きいと思われた．
5） 個人内評価（事例 O と事例 P）
　物理学習で成果があがり有能感が上昇したとしても，周
囲の友人やこうあるべき姿にこだわりすぎると興味は低下
していた．他人や理想とばかり成果を比較するのではなく，
以前の自分と比較してその進歩に気づき評価することが興
味の増大につながる可能性がある．
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業
が

週
１
回
と
な
っ
た
こ
と

か
ら
学
習

不
足
に

な
っ
て
お
り
、
そ
の

こ

と
か

ら
試

験
の

問
題

が
難

し
く
感
じ
苦

手

意
識

を
感

じ
る
。

授
業

で
知
ら
な
い
こ

と
を
た
くさ

ん
お
ぼ

え

な
くて

は
な
ら
な
くて

大
変

な
思
い
を
し
た

り
、
答
え
を
求

め
る

ま
で
の
時

間
が

か
な

り
か
か

っ
て
し
ま
う
こ

と
が
多

くな
っ
た
か

ら
。

苦
手

意
識

は
昔

か

ら
あ
っ
た
け
ど
、
入

学
前

は
受

験
の

た

め
に
多

くの
問
題

を

こ
な
し
て
い
た
か
ら
、

物
理

は
多

少
得

意

だ
っ
た
。
し
か
し
大

学

に
入
学

し
た
現

在
は

授
業

以
外

で
自
ら
物

理
を
学
ば

な
くな

っ

た
の
で
苦

手
に
な
り

つ
つ
あ
る
。

物
理
学

実
験
で
た
だ

の
文
字

式
が
は

じ
め

て
意
味

を
持

っ
た
気

が
し
た
か

ら
。
ま
た

真
剣
に
取
り
組

む
こ

と
で
以
前

よ
り
高

い

ハ
ー
ド
ル
だ
と
は
感

じ
な
くな

っ
た
か

ら
。

セ
ン
タ
ー
試

験
で
の

失
敗
、
そ
し
て
自
分

の
中
で
今

ま
で
は

古
典
が

一
番

苦
手

で
あ
っ
た
が

、
大
学

で
は

古
典

が
な
くな

り
、
物

理
が
くり

あ

が
っ
た
た
め
。

大
学
で
の
教

養
の

物
理
を
受

講
し
、
中

高
で
や

る
範
囲

を
半

年
で
学

ぶ
こ
と
で
昔

と
は
違

う
考
え
方
、

視
点
で
み
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。

計
算
の

理
屈

も
わ

か
ら
な
い
で
公
式

を
覚
え
る
の
は

頭

が
痛
く
な
る
の
で

苦
手
だ
っ
た
が

、

理
論
が

わ
か

る
と

普
通
に
問

題
が

解

け
る
よ
う
に
な
っ
た

か
ら
。
補

習
の

お

か
げ
で
わ

か
る
点

も
多
く
、
環
境

が
変

わ
っ
た
か
ら
。

力
学

の
授

業
を
落

と
し

て
留

年
決

定
。
平
均

に

対
し
て
の
自

ら
の

点
の

低
さ
が
ト
ラ
ウ
マ
に

な
っ
て
い
る
。
ち
ゃ
ん
と

勉
強

し
て
い
た
つ
も
り

な
の

だ
が
。

大
学
入

学
前
も
物

理
に
対

し
て
だ
い
ぶ

苦
手
意

識
が
あ
っ
た

が
、
大
学

入
学

後
、

よ
り
広
く
物
理

と
い
う

分
野
に
触
れ

て
み

て
、
自

分
は

物
理

に

向
い
て
い
な
い
と

思
っ
た
か
ら
（こ

れ
く

ら
い
物

理
は

で
き
な

い
と
い
け
な
い
と
い
う

自
分
の

理
想
の

姿

が
あ
る
）
。

大
学
入

学
前

ま

で
に
全
く
触
れ

て
い
な
か
っ
た

学
問
な
の

で
、

入
学
し
て
か
ら

授
業
に
つ
い
て

い
け
な
か
っ
た

り
大
変

な
思
い

を
し
ま
し
た
が
、

１
年
生

の
頃

に

テ
ス
ト
で
良
い

点
を
と
り
自

信

が
つ
い
た
の

で
。

物
理
学

の
偉
人

の

歴
史
、
計

算
だ
け
で

な
く実

際
に
ど
う
使

わ
れ
る
か
を
ま
じ
え

た
講
義

、
物

理
学

を

専
攻
し
て
い
る
人

の

や
り
た
い
こ
と
を
聞

い
て
、
必
要

な
も
の

で
あ
り
、
自
分

に
も

必
要
だ
し
、
未
来

に

も
必

要
だ
と
思
え
た

の
で
印

象
が

良
く

な
っ
た
。

電
気
関

連
の

計
算

が
増
え
た
た
め
前

よ

り
も
理

解
す

る
の
に

時
間
が

か
か

る
が

力
学
よ
り
も
や

り
た

い
分

野
な
の
で
や

る

気
は
あ
が

っ
た
。

物
理
は

苦
手

に
な
っ

て
し
ま
っ
た
け
れ
ど
、

物
理
を
学
ぶ

こ
と
は

好
き
に
な
り
、
知
識

を
得
る
こ
と
が
楽

し
く

な
り
、
普
通

だ
っ
た

物
理
に
対

し
て
の

思

い
が

好
き
に
変

わ
り

ま
し
た
。

大
学
の

授
業

で
は

ま
だ
基

礎
的

な
内
容

し
か

学
ん

で
い
な
い

の
で
高
校

の
授

業

よ
り
簡
単

な
た
め
嫌

い
で
は

な
い
。

高
校
で
習

っ
た
と
こ

ろ
な
の
に
出

席
し
な

い
と
単

位
が

も
ら
え

な
い
か

ら
。

勉
強

を
し
て
い
て
楽

し
い
と
思
う
こ
と
が

あ

ま
り
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
（以

前
は

実

験
で
未
知

の
結

果
を

導
き
だ
し
て
い
た

が
、
い
ま
は

確
認

の

た
め

に
実
験

を
し
て

い
て
単

な
る
作
業

に

な
り
、
発

見
す

る
楽

し
さ
が

な
い
た
め

。

大
学

入
学

前
で
は

た
だ
公
式

を
覚
え
る

こ
と
が
多

く、
単

調
な

科
目

だ
と
感

じ
て
い

た
。
だ
が
現

在
で
は

物
理

学
実

験
の

よ
う

な
授
業

が
あ
り
、
授

業
に
変

化
が

あ
っ
て

興
味

を
ひ

か
れ
る
。

大
学

入
学

前
は

好

き
で
も
な
け
れ

ば
嫌

い
で
も
な
か
っ
た

が
、
授

業
で
多

くの

物
理

実
験

を
し
た
の

が
楽

し
か
っ
た
の

で
、
物
理

が
少

し
好

き
に
な
っ
た
。

受
験

の
た
め

に
問

題
ば

か
り
解

い
て
い

た
入
学

前
は

物
理

が
難

し
くて

嫌
い

だ
っ
た
が

、
現
在

は

物
理

学
実

験
な
ど
で

い
ろ
い
ろ
な
変

化
を

発
見

で
き
て
物

理
の

楽
し
さ
が
少

し
わ
か

る
よ
う
に
な
っ
て
き

た
。

中
学
ま
で
は
実

は

理
科
系

科
目
が

好

き
で
、

1
00

点
を
と
っ

た
こ
と
も
あ
っ
た
。
だ

か
ら
高
校

で
油
断

し

て
こ
う
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
け
れ
ど
別

に
や

り
た
くな

い
だ
け
で
嫌

い
で
は
な
か

っ
た
。

大
学
に
入
っ
て
物
理

を
受

け
て
式
が

大
量

に
出
て
き
て
覚
え
き

れ
な
く
な
っ
た
と
き
、

し
か
も
力
を
入

れ
て

や
っ
て
駄
目

だ
っ
た

と
き
心

底
嫌

な
気

分

に
な
っ
た
。

解
き
や
す

い
問
題

が
増
え
た
た
め
。

や
っ
ぱ
り
一

人
じ
ゃ

な
い
こ
と
で
す
（
以

前
は
教

師
と
一
対

一
で
授
業

を
受
け
て

い
て
辛
か

っ
た
）
。

入
学
前

ま
で
物

理

の
授
業

が
あ
ま
り
な

く
勉

強
し
た
記

憶
も

な
い
の
で
、
嫌

い
か

好
き
か
も
判
断

で
き

な
く、

普
通

くら
い
で

し
た
が
、
現

在
は

大

学
で
物

理
に
つ
い
て

勉
強
す

る
こ
と
が

多

く
、
物
理

は
最

初
は

簡
単
な
の
に
徐

々
に

難
し
く
な
っ
て
い
き
、

少
し
嫌

い
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
（理

解
す

る
ま
で
が
大

変
）
。

問
題
が

解
け
た
と

き
は
喜

べ
る
の
で

前
は
そ
れ

が
多

か
っ
た
の
で
す

が
、
今
は

問
題

が

少
し
難

し
くな

て
き

た
の

で
考
え
が
変

わ
っ
た
。

最
近

、
×

×
先
生

の

授
業

が
わ

か
り
や
す

く、
今

ま
で
答
え
ら
れ

な
か

っ
た
問

題
が

少
し

ず
つ
解
け
る
よ
う
に

な
っ
て
き
て
い
る
。
苦

手
意

識
は

残
る
が
、
嫌

な
も
の
で
は

な
くな

り

つ
つ
あ
る
。

高
校
の

物
理
の

授

業
は
教

師
の
教

え

方
が
難

解
で
複
雑

だ
っ
た
の

が
あ
っ
た

の
で
、
物
理

と
い
う

科
目
に
つ
い
て
嫌
悪

感
が
あ
っ
た
が

、
大

学
で
基

礎
か

ら
も
う

一
度
学

ん
だ
ら
以

前

よ
り
は
難

解
で
は

な

く
な
り
嫌

と
感

じ
な
く

な
っ
た
か

ら
。

一
つ
一
つ
の
問

題
が
難

し
く
、
そ

の
分
、
で
き
た

時
の
感

動
は

大

き
い
の

で
す

が
、
ほ
か

の
人

と
比
べ

「置
い
て

い
か

れ
て
し
ま

う
」と

い
う
思
い

を
授

業
中

に
よ

く
経
験

し
、
あ

せ
っ
て
ば
か

り

だ
か

ら
で
す
。

楽
し
さ

/
辛
さ

楽
し
さ

/
辛
さ

最
近
の

手
ご
た
え

の
有
無

個
人
内

の
評

価

の
有
無

表
４
　
物
理

学
習
に
対

す
る
有
能

感
と
興
味

の
変
化

が
連
動

し
な
か
っ
た

16
事
例

最
近
の

手
ご
た
え
の

有
無

楽
し
さ

/
辛
さ

学
年

有
能
感

以
外

で
興
味

の
変

化

に
影
響

を
与

え
て
い
る
要

因
有

用
性

の
有

無

事
例

有
能
感

興
味

有
能
感

の
変

化
の

理
由

興
味

の
変

化
の

理
由

有
用
性

の
有

無
新
規

性
の

有
無

新
規

性
の

有
無

新
規

性
の

有
無

新
規

性
の

有
無

新
規
性

の
有
無

最
近

の
手

ご
た
え

の
有
無

最
近

の
手

ご
た
え
の

有
無

個
人
内

の
評

価
の

有
無

楽
し
さ

/
辛
さ

楽
し
さ

/
辛
さ
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４．まとめ
　本研究では，工科系大学生を対象に，専門内容の基礎と
なる物理に焦点をあて，学生の興味に影響する可能性のあ
る要因について探索的に検討した．
　その結果，物理学習に対する有能感，物理という教科に
対する有用感の認識，物理の内容や授業方法の新規性，学
習プロセスにおいて感じられる楽しさ，最近の手応え，自
分の中で学習の進み具合を意識できるような個人内評価と
いった 6 つの要因が興味の深まりに関連していることが推
察された．
　ただし，上記の結果は，次のような点においてさらなる
検討が必要である．
　第一に，今回の分析では，特定の大学で１，２年生の時
期に，どちらかといえば物理が嫌いで苦手といった状態に
ある学生たちを分析して得られた結果である．したがって，
今後はさらに異なる条件下にある学習者に対しても調査を
し，今回の知見が成立する条件等についても明らかにして
いく必要があるだろう．
　第二に，今回抽出した要因は，お互いに独立して興味に
影響を与えるというよりも，それぞれに関連があることが
予想される．たとえば，物理に対する知識や理解が深まり，
有能感が増すことで，物理という学問の有用性に対する認
識もそれまでよりもずっと深みを増すということもあるだ
ろう．また，個人内評価の程度が有能感を通じて興味に影
響してくることも考えられる．今後は要因間の関連につい
ても検討していくことで，当初は必要性から学ばざるをえ
なかった内容に対して興味を深めていくプロセスがより明
らかになるだろう．
　第三に，今回は学生たち自らが物理に対して興味がもて
るように自己調整しているのかといった側面については検
討できなかった．今後，学生たちの興味に対する自己調整
の様相についても検討していきたい．
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